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I．は  じ  め  に

機器分析センター長

教授　朝倉哲郎

　平成 9 年 7 月 1 日より、第 4 代目の機器分析センター長に就任いたしました。セ

ンターも益々充実し、設置された分析機器を用いて、多くの研究成果が得られて来

つつあります。これは、ひとえに、これまで 3 代にわたる機器分析センター長なら

びにセンタースタッフの方々の惜しみない努力の結果であると拝察いたします。

しかしながら、現在、機器分析センターも大きな問題をかかえつつあります。そ

れは、センターの面積が狭いため、あらたに分析機器を設置する場所をセンター内

に確保出来ない点であります。今後、研究を進めるに当たり、高性能の分析機器に

よって、質の高いデータを得ることは、益々、必要となります。また、例えば、政

府の大型プロジェクトに採用され、それによって、大型機器を購入できたとしても、

それを設置するためのスペースが確保できなければ導入もできませんし、仮に機器

分析センター以外の場所に無理に設置したとしても、その後、それを維持、管理し

ていくことは容易ではありません。機器分析センター内に、大型機器を設置し、広

く希望者に利用していただくことが、導入された研究者にとっても、また大学にと

っても最善と考えられます。

従って、関係者各位のご協力を仰ぎながら、是非、独立した機器分析センターの

建物を建てることが出来るよう、努力したいと存じます。

　また、皆様におかれましても、どんなささいなことでも結構ですので、何なりと

センターにご意見をいただきたいと存じます。広く皆様に利用して頂ける、利用し

やすい東京農工大学の機器分析センターを目指していきたいと存知ますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。



II. 利   用   機   器   一   覧
◎機器分析センター内に設置されている機器

機　器　名　　　　　　（管理教官） 設　置　場　所 面積(ｍ2)

透過型電子顕微鏡　　　　 (長谷川正)

走査型電子顕微鏡　　　　 (長谷川正)

電子スピン共鳴装置　　　　 (佐藤勝)

単結晶Ｘ線自動解析装置　　　 (奥山)

核磁気共鳴装置(500 MHz)　  (佐藤寿)

ﾌｰﾘｴ変換核磁気共鳴装置　　 (佐藤寿)

複合型表面分析装置　　　　 　(上迫)

多目的画像処理装置　　　　 　(吉澤)

イオン注入装置　　　　　　 　(越田)

固体ＮＭＲ装置               (朝倉)

○

×

×

○

○

○

○

○

○

×

　　　機器室１Ａ

　　　機器室１Ｂ

　　　機器室２

　　　機器室３

　　　機器室４

　　　機器室５

　　　機器室６

　　　機器室７

　　　機器室８

機器室９

22

22

21

32

32

43

21

22

41

22

◎機器分析センター内に設置されていない機器

機　器　名　　　　　　（管理教官） 設　置　場　所 面積(ｍ2)

Ｘ線マイクロアナライザー　　 (亀山)

粉末Ｘ線回折装置(2検査）　　 (亀山)

引張り試験機　　　　　　　　 (臼井)

材料強度総合評価試験装置     (矢畑)

実時間波形解析装置           (高島)

電子顕微鏡(200KV)　　 　 (長谷川正)

流速温度同時計測レーザー装置 (新井)

高速度撮影装置　　　　　　   (国枝)

液体窒素貯蔵タンク　　　　   (黒岩)

○

×

○

○

○

○

○

○

×

　中央棟2F XMA室

　中央棟2F XMA室

　4号館2F 229号室

　機械工場107号室

　5号館2F 201号室

　4号館B1F 112号室

　5号館2F 202号室

9号館153号室

　工学部戸外

　 66

　66

　36.5

　33

34

　46.5

44

　-

　-

備考；平成10年6月現在　（○印は特別設備費、×印はその他で購入）

◎廃棄予定の機器

機　器　名　　　　　　（管理教官） 設　置　場　所 面積(ｍ2)

実時間波形解析装置           (高島)

流速温度同時計測レーザー装置 (新井)

○

○

　5号館2F 201号室

　5号館2F 202号室

34

44

備考；平成10年6月現在



利用方法等の問い合わせ先

共同利用機器名称 管理教官名 e-mail 内線

透過型電子顕微鏡 　　　　 長谷川正 hasegawa 7078

走査型電子顕微鏡 　　　　 長谷川正 hasegawa 7078

電子スピン共鳴装置 　　　　佐藤勝昭 satokats 7120

単結晶Ｘ線自動解析装置 　  奥山健二 okuyamak 7028

核磁気共鳴装置(500 MHz)   佐藤寿弥 h-sato 7050

ﾌｰﾘｴ変換核磁気共鳴装置 　  佐藤寿弥 h-sato 7050

複合型表面分析装置 　　　　上迫浩一 kamisako 7133

多目的画像処理装置 　　　　吉澤徹 yoshi 7092

イオン注入装置 　　　　　　越田信義 koshida 7128

固体ＮＭＲ装置 朝倉哲郎 asakura 7025

Ｘ線マイクロアナライザー 　亀山秀雄 tatkame 7156

粉末Ｘ線回折装置(2検査） 　 亀山秀雄 tatkame 7156

引張り試験機 　　　　　　　壁矢久良 kabeya 7057

材料強度総合評価試験装置 　矢畑昇 yahata 7080

実時間波形解析装置 高島貢 emty 7145

電子顕微鏡(200KV) 　　 長谷川正 hasegawa 7078

流速温度同時計測ﾚｰｻﾞｰ装置 新井紀夫 arai 7158

高速度撮影装置 　　　　　  国枝正典 kunieda 7100

液体窒素貯蔵タンク 　　　  黒岩紘一 kuroiwa 7118
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III.  利   用   状   況



複合型表面分析装置

１．機器の名称、購入年度、設置場所

本「複合型表面分析装置」は島津製作所製で、1986年度に購入･設置された。
設置場所：機器分析センター機器室 6  内線 7190

２．機器の構成および性能

  本装置は、「X線光電子分析装置（ESCA850型）」を本体として、これに「走
査型オージェ電子分光装置（AES）」及び「２次イオン質量分析装置（SIMS）」
を組み合わせた装置として構成されており、これら３種類の分析が可能とな

っています。現在は、AES及び SIMSは性能上の点からほとんど利用されて
おらず、ESCA(XPS)の利用が中心となっています。

３．利用状況

  今年度は、装置主要部分の故障により利用可能日数がかなり制限されまし
た。卒論･修論発表、学会発表時期に、集中的に込み合っている状況です。

    今年度利用日数： ２６０日
    利用研究室数  ： １１研究室

４．会計報告

　   平成９年度
          収入  平成８年度繰越金    1,605,732円
                当初配分額            959,000円
                再配分額             －72,490円

    計              2,492,233円

支出  消耗品費               89,859円
              役務費                162,328円

    計                252,178円

          収支（次年度繰越予定額）  2,240,046円

５．利用方法、問い合わせ先

　現在は、予約をすれば自由に利用できるようにしています。利用方法の概

略は以下の通りです。

○ 原則として、講習を受講する。

○ 使用予約をする（電話で可）。

○ 利用の基本時間帯を、9:00~15:00、15:00~21:00、21:00~9:00とする。
○ 連続使用時間は２日を限度とする。

  問い合わせ先：電気電子工学科  上迫浩一（内線 7133）



               ※利用予約は内線 7446で受け付けています。
６．利用者委員会

　装置の利用法などの運営は、利用者委員会（ESCA運営委員会）で行われ
ます。現在の委員（継続中）は次の通りです。

      応用化学科                ：尾崎弘行、野間竜男、石原篤
      機械システム工学科        ：江口正夫、長谷川正
      電気電子工学科            ：上迫浩一、小山英樹
      物理システム工学科        ：橋詰研一
      生物システム応用化学研究科：堀尾正靱、永井正敏
      機器分析センター          ：出村誠
    当委員会では実務上、管理委員と経理委員を決めて、装置の管理･運営を
行なっています。

                 管理委員：上迫浩一
                 経理委員：永井正敏

７ .研究成果（一部紹介）
(1) “SiNx:H/SiO2 Double-Layeer Passivation with Hydrogen-Radical Annealing for

Solar Cells”, H. Nagayoshi, M.Ikeda, M. Yamaguchi, T. Uematsu, T. Saitoh and K.
Kamisako; Japan J. Appl. Phys., 36, 5688 (1997)

(2) “Characterization of High-Quality a-SiC:H Films Prepared by Hydrogen-Radical
CVD Method”, N. Ando, H. Nagayoshi, T. Kanbashi and K. Kamisako; Solar
Energy Materials and Solar Cells, 49, 89 (1997).



電子顕微鏡
１. 運営方法

電子顕微鏡は東京農工大学の全学共通設備の 1 つとして運営されており，

その管理・運営は電子顕微鏡運営規定に従っている。管理委員会は、工学部

4 名、農学部 4 名の合計 8 名の委員で構成されており、現在の委員は以下の

とおりである。

　工学部  奥山　健二（生命工学科）   農学部  金子  賢一（獣医学科）

　　　　　斉藤　忠  （電子情報工学科）       高橋  幸資（応用生物科学科）

　　　    関　  壽　（応用化学科）           辻村  秀信（応用生物科学科）

　　　 ○ 長谷川　正（機械システム工学科）   細川大二郎（応用生物科学科）

　　　（アイウエオ順）                        （アイウエオ順）

　　　　　 但し、○委員長、取扱主任

　なお、装置の維持・管理は取扱主任(長谷川) および機械システム工学科 安

藤拓也助手が，実務は安藤助手および機器分析センター南雲賢治技官が担当

している。

２. 設置場所

　○透過型電子顕微鏡

　    工学部 4科棟 122室の地下 1階(日立 H-700H)

　    機器分析センター 1A室(フィリップス CM300)

　○走査型電子顕微鏡

　    機器分析センター 1B室(フィリップス XL30)

３. 運営費

　平成９年度当初予算は学部内特殊装置維持費 2,598 千円であり，主として

300kV 電子顕微鏡の周辺機器および消耗品の購入、既設の 200kV 電子顕微鏡

の修理および消耗品の購入、さらに新設走査電顕の EDS 分析装置の購入に当

てた。予算不足の場合には，不足分を利用者負担によってまかなっている。

４. 装置の概略

　装置としては，最高加速電圧 200kV(日立 H-700H)と 300kV(フィリップス

CM300)の 2 台の透過型電子顕微鏡と最高加速電圧 30kV(フィリップス XL30)

の走査型電子顕微鏡が設置されている。

　主な仕様を以下に示す。

　　日立 H-700H

        加速電圧   :75，100，150，175，200kV



        倍率範囲   :1,000～900,000倍

        分解能     :0.14nm(格子像)，0.20nm(粒子像)

        電子線回折 :200～2,200mm(カメラ長さ)

　　フィリップス CM300

        加速線圧   :50，75，100，150，200，250，300kV

        倍率範囲   :50～900,000倍

        分解能     :0.4nm(格子像)，0.20nm(粒子像)

        電子線回折 :18～4,700mm

        エネルギー分散型 X線元素分析装置

                   :検出可能元素；B(5)～U(92)

                   定性分析，定量分析，X線マッピング機能，線分析機能

　　フィリップス XL30

        加速電圧   :0.2～30kV

        倍率範囲   :10～400,000倍

        分解能     :2nm

        ステージ   :X・ Y;50×50mm，最大試料;200mmφ，Z;20mm

                   傾斜;-15°～75°

        エネルギー分散型 X線元素分析装置

                   :検出可能元素;Na(11)～U(92)

                   定性分析，定量分析，X線マッピング機能，線分析機能

５. 利用方法と利用状況

　日立 H-700H

　原則的に，装置の使用を希望する職員・学生は，自由に使うことができ

る。しかし，装置の操作には電子顕微鏡の原理と構造の理解ならびに多少

に熟練を要するので，初めての使用者には取扱主任あるいは南雲技官から

の取扱説明・実地操作訓練を経た上で使用してもらっている。なお，頻繁

に使用しない利用者が望む場合には，利用者と相談しながら南雲技官が実

際の操作 (試料の観察と写真撮影 )に当っている。利用者は全科に渡ってお

り，装置は平均して 1 日 8 時間以上(装置の立ち上げ，調製を含む)稼働し

ている。利用者で混み合う時期には，使用が夜間に及ぶことが普通であり，

使用までには 2週間程待たなければならないことも多い。

　フィリップス CM300

　新型の装置であり，付属のマニュアルは英文で書かれておりかつ極めて

大部なので，使い易い日本語版マニュアルを準備してある。なお，本装置

は前記の装置にくらべて大幅にコンピュータ化されている。本装置は今後

良好な状態で長期間に渡って利用していかねばならず，そのため学生諸君



の単独使用は御遠慮願っている。是非ともという場合は，所属研究室の教

官の監督・責任のもとで使用されたい。また，前記の装置で電子顕微鏡の

原理・構造・取扱の注意点を十分習得した上で使用されたい。当分の間、

実際の操作の指導には、安野助手が当たる。

　また，最高加速電圧が 300kV と高いため，観察する物質・材料によって

は気化・蒸発のため加速管と鏡体を汚染し装置が使用不可能に陥る恐れも

ある(加速管および鏡体のクリーニングは極めて困難であり，不可能に近い)。

加速電圧を下げて使用する方法もあるので，観察物質と加速電圧について

は事前に取扱主任あるいは安野助手まで相談されたい。

　高分解能観察による格子像の撮影，ナノレベルの微小領域元素分析，

STEM 像による面分析，線分析，点分析，元素マッピング等の多機能を有

しており、これらの観察あるいは分析を希望する場合には調整に時間がか

かるために、一週間前程度に取り扱い主任あるいは安野助手まで連絡願い

たい。

　フィリップス XL30

　新設の装置であり，最新型のデジタル SEM である。CM300 同様に付属

のマニュアルは英文で書かれてあるので，使い易い日本語版マニュアルを

準備してある。また，本装置も上記 TEM と同様に，従来の SEM より大幅

にコンピュータ化されており，操作を簡略化しながら，多機能化，高機能

化を実現した装置である。また，平成 9 年度にエネルギー分散型 X 線元素

分析装置を追加した。検出可能元素は Na(11)～U(92)で，定性分析，定量分

析，X 線マッピング，面分析，線分析，点分析が可能である。フィラメン

トに LaB6 を使用しているために高い真空度が要求されるが，低加速電圧

でも十分な分解能を有するため，多種の物質・材料の観察が可能である。

利用方法は予約制である。オペレータは講習を受けた方に限る。問い合わ

せは取扱主任あるいは安野助手まで。

６.  研究成果の例（判っているものの一部）

(1) “磁性細菌”, 松永是 , 日本農薬学会誌 , 21(1996), 468-472.

(2) “Tellurite removal by marine photosynthetic bacteria”, A.Yamada, N.Miyagishima

and T.Matsunaga, Journal of Marine Biotechnology, 5(1997), 46-49.

(3) “Drug delivery by magnetoliposomes containing bacterial magnetic particles”,

T.Matsunaga, Y.Higashi and N.Tsujimura, Cellular Engineering, (1997), (in press).

(4) “Effect of the Dispersion of SiO2 Particles on Thermal Recovery in Deformed

Copper”, T.Yoshitake et al., Aspects of High Temperature Deformation and

Fracture in Crystalline Materials (Book), pp163-170, 日本金属学会 (1993).

(5) “Influence of Composition and Prior Rolling on Superplastic Behavior in Aluminum



Alloys Produced by Mechanical Alloying”, T.Hasegawa et al. ibid., pp439-446.

(6) “メカニカルアロイング合金の機械的特性と強化機構 ”, 三浦恒正　他, 鉄と

鋼, 79 (1993), N625.

(7) “Fe-19%Ni合金における逆変態オーステナイトの回復・再結晶に及ぼすホウ

化物生成元素の影響”, 安野拓也　他, 鉄と鋼, 80 (1994), 88-93.
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核磁気共鳴装置
１．機器及び設置場所

ALPHA500 工学部 5号館（旧電子棟） 1階 機器分析センター 機器室 4
EX400 〃 〃 〃 　〃　 5
FX200 〃 〃 〃 　〃　 5

AlPHA600 農工部連合大学院棟 3階 301号室

２．機器の構成および性能

◎ALPHA-500(JEOL)

・溶液専用（観測核：1H,13C＋多核種）1D,2D

・マグネット；磁場強度 11.74T  (防振台付)

・検出器（プローブ）5mm—tunable,10mm-tunable,5mm-FG-narolac

pulse field gradient法による高感度化（従来 4回の積算が必要であった
1H-2D測定が 1回の積算で OK)

H2Oを検出しない、又 T1ノイズが検出されない DQFCOSY,HSQC,HMBC測定等 　　　

の新機能をもっている。

・データ保存・転送・処理

内部保存 外部保存 外部保存

ALPHA500 HARD DISK(2GB) MO光磁気 DISK(560MB) DAT磁気テープ(4GB)
lambda 〃     〃         (128MB)

転送；　　学内ネットワークによるパソコンへの転送（ftp）

          ｌambdaの Xウィンドウ端末からオンラインで NMR装置の各種パラ

メターの設定、積算（遠隔操作）が可能

◎EX-400(JEOL)

・,96.9月から分光計、システム部、データ処理部をGX400から EX400に変更した。

・溶液 1D,2DNMR（観測核：1H,13C＋多核種）各種測定モード

・溶液検出器（プローブ）5mm—tunable,10mm-tunable,5mm1H専用

・固体 NMR（観測核：1H,13C＋多核種）各種測定モード

・固体検出器（プローブ）CP専用,CPMAS用

・データ保存・転送

内部保存； ハードディスク、外部保存；3.5インチフロッピーディスク（2MG）

転送；　学内ネットワークによるパソコンへの転送（ftp）

◎FX-200(JEOL)

・溶液 1D専用 NMR（観測核：1H,13C）各種測定モード

・データ保存　外部保存 ； 8インチフロッピーディスク



３．利用者状況（H.8年度研究室数）
　 FX-200 EX-400 ALPHA-500

　応用生物工学 1 3 4

　機能材料工学 4 6 6

　応用分子化学 5 4 3

　応用化学工学 2 1 1

　農　学　部 1 3

    稼働状況（H.8年度）

　　　　       FX-200      EX-400   ALPHA-500  

　　　昼間 　　　216日 　　　238日 　　　273日
　　　夜間 　　　268日 　　　298日 　　　335日

４．会計報告（H. 8年度）

　配分額 2,094,000-

利用者負担 1,181,000-

収入（合計） 3,275,000-

人件費  1,250,000-

消耗品（測定用物品）    151,000-

保守費（修理、冷媒）  1,640,000-

その他（図書、節約、備品、通信他）   234,000-

支出（合計）  3,275,000-

５．運営委員名

　委員長　多田　全宏（応用生物科学）

　室長 佐藤　寿弥 　応用化学 　室長 多田　全宏 　　　応用生物科学

　委員 小宮　三四郎 　　〃 　委員 諸星　紀幸 大学院生物システム応用科学

　〃 秋山　三郎 　　〃 　〃 安藤　哲 大学院生物システム応用科学

　〃 朝倉　哲郎 　生命工学 　〃 川合　伸也 　　　応用生物科学

　〃 井上　源一 　事務部 　〃 千葉　一裕 　　　　　　〃

　〃 大熊　寛 　　〃 　〃 夏目　雅裕 　　　　　　〃

６．利用者方法（FX-200, EX-400, ALPHA500)

   ＮＭＲ室で依頼測定及び測定方法の講習をおこなっている。（特に 4月は、新し

く利用する人のために基本の操作の講習を行っている。）

　NMRで使わない時間について利用時間の予約を設け、自由に利用している。



1)予約日について

　　　　集合場所　：　機器分析センター機器室５

　　　　集合日時　：　１週間毎の月曜日、午前１０時より予約会議

　　　　　　　　　　（月曜日が休日の場合は火曜日）

　　　　予約期間　：　予約日から１週間先の１週間

　　（例）予約日 　　　　予約期間

     H.10.  8.3     H.10.8. 10-8.16
            8.10          8.17-8.23
            8.17          8.24-8.30

2)予約方法について

　予約希望者が予約日に集まり話し合いで使用日時を決め予約表に記入する。

　・予約日の取り消しについて

　　　　　３日前まで…無料

　　　　　当日～２日前…代わりの使用希望者が無い時は有料

3)利用料金（H.9.9.1から下記の表のとおり改訂）

　　　時間貸し 　FX200 　EX400 　ALPHA500
平日 　9：00～13：00 　　1200 円 　　2500円 　　　3500円 　
〃  13：00～17：00 　　1200 円 　　2500円 　　　3500円
〃 17：00～翌朝 9：00 　　1200 円 　　2500円 　　　3500円
休日  9：00～翌朝 9：00 　　1200 円 　　2500円 　　　3500円

　　　１時間 　　 300 円 　　 700円 　　 　900円

 依頼測定（1H,13Cの 1Dのみ）  FX200  EX400  ALPHA500
1件あたり（積算 30分まで） 　1200円  2500 円     3500円
30分以上の積算は 1時間毎に 　 500円  1000 円     1250円
一晩積算（16時間） 　2000円  4000 円     5000円

4)問い合わせ先

　FX200,EX400,ALPHA500

          工学部 NMR連絡用　E-mail : nmr@cc.tuat.ac.jp

          機器分析センター　出村 内線 7188 E-mail :denura@cc.tuat.ac.jp

          工学部 NMR室  　　滝沢 内線 7189又は 7948又は 7947

　　　　　　　　　　　　　　　E-mail :takizawa@cc.tuat.ac.jp

　　　

・核磁気共鳴装置室内における基本的注意事項

・室内に鉄製の物品（はさみ、スパナ、ガスボンベ、台車など）を持ち込まない。



・マグネットに接近すると、磁気カード、機械式時計などが損傷する可能性ある。

・心臓ペースメーカー使用者は立ち入り禁止。

・マグネットは防振台に設置されているため、マグネットを強く押すと揺れ動き、

液体ヘリウムが噴出する可能性があるので、決してマグネットを強く押さないこと。

・室内は飲食禁止、土足禁止、禁煙とする。

・室を離れるときは、施錠する。

核磁気共鳴装置(ALPHA600)室内における追加すべき注意事項として

・サンプル出し入れの際には付設の木製階段を使用することになり、天井の蛍光灯

に頭をぶつけやすいので、十分気をつけること。

・室を離れるときは、施錠する。また 17：00－9：00は正面玄関も必ず施錠する。

農学部 NMR問い合わせ先　内線 3863(北野)、NMR室　内線 5795

◎ALPHA-600(JEOL)

H.10年度から ALPHA-600(JEOL)は、故障中で、H.11年度 7月頃、再々立ち上げ予

定。

・システム　JEOL ALPHA 600

・オートチューン多核 5mmプローブ（1H,13C  150 , 170など、但し 19F は除く）

・近日中に FGシステム、および高感度ナノプローブが導入される予定。

・Win95対応の Aliceデータ処理システムも近日中に導入され、ネットワーク上で

のデータ処理が可能になる予定。

・マグネットは磁場シールドタイプであるため、外部への漏洩は 400メガヘルツの

マグネット相当までに低下している。また、フルオートチューンプローブを導入し

ているため、多核切り替え測定が容易。

・本システムの使用方法

・本学関係者は毎週行われる予約会議にて、使用時間帯を予約し、年度末に研究室

毎の使用料金の移し換えを行う。

・予約会議

　毎週月曜日午後 1時より連合農学研究科管理棟 3F 301号室にて研究室ごとに代表

者が集まり、3日後の木曜日から次週の水曜日までの予約をする。なお、予約会議後、

当該週の空き時間は随時電話にて予約を受け付ける。（内線 3863、北野まで）。

・使用料金

基本的には 2時間単位(9:00-11:00, 11:00-13:00, 13:00-15: 00, 15:00-17:00,

17:00-19:00, 19:00-21:00)で各々 1500円、深夜時間は 12時間を単位(21:00-9:00)

として 3000円とする。なお深夜時間を予約した場合、その直前の2時間(19:00-21:00)

は優先して予約できる。例えばこの場合使用料金は 14時間で 1500円＋3000円＝4500



円となる。

・将来、使用料金は使用状況により変更する場合がある。

・使用者

使用者によって引き起こされた装置の故障に関する責任は、使用者の所属する研究

室で負い、万一の場合には修理費について応分の負担をすること。従って、操作法

の未熟な者が単独で使用することは絶対に避けること。

ALPHA series の操作に熟達してない研究室で、取り扱い説明を必要とする場合は、

予め、農学部応用生物科学科　生物有機化学研究室（内線 3863北野助手又は、

NMR係　担当学生　西入）まで連絡し、取り扱い説明を受ける。

その他、担当学生にて不明な点は千葉先生（内線 5700）まで連絡のこと。

・ NMR管理者の使用時間について

毎週月曜日 13：00から翌火曜日の 13：00までは液体窒素、液体ヘリウムの補充、

分解能調査、メンテナンス、管理者のトレーニング等にあてるため、一般の使用は

できない。

・装置の停止、始動、プローブの交換等が必要になった際には、必ず NMR担当者に

連絡し、指示を受ける。操作を誤ると、致命的な故障が発生する場合ある。

７.研究成果の紹介
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多目的画像処理装置
１．　はじめに

昭和５９年度に設置された本システムは、画像入力部・処理部・ディスプレ

イ部から構成されている。画像処理部は CPU として、かつてのスーパーミニ
コン(Date General MV 4000)を備えていたが、性能的に陳腐化し、またハードデ
ィスクに故障が生じてしまった。CPU 自体が現在の一般的な計算機やパソコン
レベルと比較して性能的にはあまりに劣るものとなってしまったために、数年

前より予算の許す範囲で、以下に記すようなシステムへと変更をはかっている。

これは、共同利用という立場から維持管理がしやすく、誰もが安直に使用する

事ができると共に、従来に劣らぬ優れた特徴を持つシステム構成を目指してい

る。この結果簡易な操作が可能となっているが、すでに更新した２世代目の装

置のいくつかが陳腐化し始めている。このため現在、より高度なシステムの導

入を検討中である。

現在は、各利用者が所有しているコンピュータなどを処理装置として使えば、

画像処置室所属のデジタル・カメラや顕微鏡などから入力を行う事もできる。

また昨年、導入した空気除振台を利用して画像処置室で簡単な実験を伴った画

像検出ができるようになったほか、コンピュータ等で構築した３次元モデルを

実際に模型として加工する事も可能となっている。

なお、特殊画像計測装置として赤外線画像をとらえるサーマルカメラも利用

可能である。

２．　画像処理システム

機器分析センターの設置とともに６号館（旧Ｉ棟）３階から機器分析センタ

ー機器室７へと移転した。今後間もなく維持費がつかえなくなるという問題や

前述のように共同での利用勝手から、小型のシステムとせざるを得ないと考え、

平成５年度に維持費を中心としてコンピュータ部の更新をはかった。さらに、

平成６年度に画像入力部に共同利用という立場から研究室レベルで簡単に導入

できるＣＣＤカメラではなく、10ビットの階調と 100万画素（1000×1018）の
性能を持つデジタルカメラの導入を行った。これによって高品位な画像の取り

こみが可能となっている。さらに、平成 8 年度は画像入力用として簡易なカラ
ーデジタルカメラ、8 ㎜ビデオおよび長動作距離の対物レンズ付ビデオ・マイ
クロスコープ・ユニット、データ処理のためのソフトウエアの導入・バージョ

ンアップおよびデータ表示のための立体モデリング加工装置の導入をおこない

小規模ながらシステムの向上をはかった。

さらに平成 9 年度は画像処理室でも簡易な実験を行うことができるように空
気除振台を導入している。

コンピュータ部に関しては、画像取込み部との関連と初心者にも容易に使い

こなせるという理由からマッキントッシュを導入している。これは現在ワーク

ステーションが各研究室に設置されるような状況となっているため、小型では

あるが特徴あるシステムを構築する事を考えた結果である。これによって誰で



も簡単に画像取込み部からの画像データを得られる。このコンピュータもすで

に５年目に入り陳腐化してきたため、本年度は最低限のコンピュータに関して

の入れ替えを行った。今後新規更新を計画しており、年次予算の繰越、積み立

てを行っている。

なお、ソフトウェアに関しては次に記すような初等的な用意できたが、特殊

用途に関しては利用者が購入あるいは開発を行う必要がある。周辺機器につい

ては、利用者の所持するコンピュータと対応できれば、それとの組み合わせに

よる利用も可能である。

入力装置も含めて、関連装置の利用を希望される場合には機械システム工学

科･吉澤研究室（内線 7420）までご連絡をいただきたい。
参考までに機器室７は今年度末に機器分析センターの南面に面した部屋から、

従来工作室として利用されてきた廊下をはさんで北側の部屋に引越しを行った。

コンピュータ部

コンピュータ

プリンタ

ソフトウエア

マッキントッシュ  Quadra 800 (16 MB, HD 230)
                  ソニー　20 inchディスプレイ
　　　　　　　　　Power PC 603e, G3 DT233
OKIマイクロライン・レーザープリンター　800PSⅡLT
　Photo Shop 4.01J
　Quick BASIC
　Mac Draw Pro (Claris Draw)
　Think C / C++ (Symantec C/C++)
　Microsoft Office
　Page Maker 6.0J

画像取込み部

　　　　　　　　浜松ホトニクス　ディジタルカメラ　　C 4742-01
                         （1000×1018画素　10ビットデジタル出力）
　　　　　　　　　　　　　フレイムグラバ　　　IQ-D 100
　　　　　　　　オリンパス　デジタルカメラ　C-800L
　　　　　　　　ソニー　ユーマッチク・ビデオ

　　　　　　　　シャープ　ハンディカム・ビデオ

　　　　　　　　ニコン　顕微鏡

　　　　　　　　ミツトヨ　ビデオ・マイクロスコープ

表示部

ローランド　３Ｄプロッタ (MODEL A MDX-3)

研究支援備品

ユニフェイズ　Ｈｅ-Ｎｅレーザ（７ｍＷ）
中央精機　空気除振台



３．特殊画像計測装置（サーマル・ビデオ・システム）

ａ）どんなものか

サーマル・ビデオ・システムは、非接触で物体表面温度を計測する装置で、

赤外線カメラヘッドとイメージプロッセッサの 2 つの主要ユニットより構成さ
れている。カメラヘッドからの熱像信号をディジタル信号に変換し、フレーム

メモリに記憶した後、信号処理してカラーモニタに熱画像を表示する装置であ

る。内蔵するマイクロコンピュータの働きにより各種モードの熱像表示、温度

表示、時刻表示、メッセージ表示を行うことが出来る。

ｂ）利用する場合の連絡先

新井研究室（内線 7158）までご連絡ください。また、利用の際に最低限ご準
備いただくものはアルゴンガスです。

ｃ）　利用状況

得られたデータの収録装置としてフロッピーディスクドライヴが接続されて

いるが、故障のため使用不可の状態になっている。機器の陳腐化が著しいため

修理等の計画は無い。カメラそのものは、温度計測のモニターとしては使用可

能であるが、使用頻度はかなり低い。

４．会計報告

昨年度の会計報告を下記に示す。コンピュータ等の陳腐化に伴い、現在、新

規更新を計画しており年次予算を繰り越している。

○収　入

前年度繰越金および平成９年度特殊装置維持費

　

計　10,923,095円

　○支　出

　　3Dプロッタ
    ソフトウェア新規導入およびバージョンアップ
（フォトショップ、ページメーカ、オフィス）

　　He-Neレーザー  一式
    空気除振台      一式

108,000 円
161,252 円

102,900 円
999,810 円

計　1,371,962 円

○残高

　 計　9,551,113 円

　　　　　　　　　　TVS4100      （アビオニクス株式会社）

測定範囲

分解能

フレーム数

走査線数

検知器冷却剤

-20℃～950℃
0.5℃～1.3℃
約 20フレーム/秒
60本
アルゴンガス

（純度 99.98％以上）
（起動に必要なガス圧：最低 70ｋｇ/ｃｍ２）



５．測定、利用対象となる試料名、研究例

画像処理一般。画像のコンピュータへの取り込み。

最近の研究例として各種画像計測への応用が主である。モアレ画像の処理、

格子パターン像回折、干渉縞画像の解析、三次元形状計測、熱画像の解析、偏

光解析、光硬化性樹脂による立体モデリング、顕微鏡画像を用いた粒子形状計

測の研究などがある。一昨年からの除振台設置に伴いマイクロマシン等の画像

解析にも利用されている。また、ドラフトチャンバーを利用した試料の試作等

も利用されている。

６．研究成果

(1) Y. Otani, N. Okuhara, T. Yoshizawa : "Measurement of nonoptical surfaces for
determination of Poison's ratio by oblique incidence interferometry " , Optical
Engineering, 36, (1998) 261-265.

(2) 森洋篤，大谷幸利，吉沢徹：”局所サンプリング位相シフト法を用いた表
面形状計測，精密工学会誌，64, 6 (1998) 856-860.

(3) 大谷幸利，森洋篤，吉澤徹：”局所サンプリング位相シフト法による微細
形状測定”，光学計測シンポジウム (1998) 1-4.

(4) 山本将之，桑原豊明，大谷幸利，吉澤徹：”斜入射干渉計によるシリコン
ウエハの計測”，光計測シンポジウム (1998) 17-20.

(5) Y. Otani, T. Nakano, T. Yoshizawa:"Optical heterodyn light source using laser
diodes and its application to hybrid measurement",Proc.SPIE Vol.3098 (1997) 294-
298.

(6) 小田功，大谷幸利，リレンリュウ，吉澤徹：”フォトリフラクティブ二光
波混合効果による干渉計の周波数応答”，光学，26, 11 (1997) 593-598.

７．利用方法

　　利用者が各自でオペレートすることを原則とする。

８．問合わせ先

　　機械システム工学科吉澤研究室　　　吉澤　徹 (内線 7092)
                                      大谷幸利 (内線 7420)
　　ただし　サーマルビデオシステムに関しては

　　機械システム工学科新井研究室　　　新井紀夫 (内線 7158)



単結晶Ｘ線自動解析装置

１．機器の設置場所、構成及び性能

機器の設置場所

　  機器分析センター機器室３
機器の構成及び性能

(1)単結晶自動Ｘ線構造解析装置(RASA-5RⅡ)
　  本装置は単結晶試料からのＸ線回折強度を自動測定し、このデータをも
とに結晶構造の解析を行う。分子量が 1500程度までの化合物なら本シ
ステムで解析可能である。

　 Ｘ線発生部　回転対陰極型（対陰極 Cu or Mo） 最大定格出力 60kV 200mA
　 Ｘ線回折器　シンチレーションカウンター
　 電子計算機　Silicon Graphics IRIS INDIGO ENTRY
　  （主記憶量 16MB,磁気ディスク 425MB+1GB）
　   吹き付け型低温装置を取り付ければ低温条件下での測定も可能です。

(2)Ｘ線自動粉末解析装置
　  粉末状、フィルム状試料からの回折Ｘ線を自動測定する。小角散乱装置
は通常の透過法のほか反射法での測定も可能である。

　 Ｘ線回折器　シンチレーションカウンター
　 Ｘ線発生部　封入管型（対陰極 Cu） 最大定格出力 40kV 50mA
　 Ｘ線回折器　シンチレーションカウンター

 粉末回折用ゴニオメーター、反射法小角散乱用ゴニオメーター

２．利用状況

主な利用研究室は 10研究室。RASA‐5RⅡは修理の時以外はほぼ 24時間
連続稼動。RAD‐Cもほぼ毎日稼動している。

３．平成９年度会計報告

収入 1,461,570 支出 1,461,570

前年度繰越 151,570 消耗品 148,066

配分額 1,416,000 修理 151,200

節約額 ‐106､000 モニター 239,400

賃金 58,200

次年度繰越 864,704

　　

単結晶構造解析用ワークステーションの CRTが壊れたため、新しいもの
を購入･交換しました（Silicon Graphics社製）。また、解析データ保存用の



ハードディスクドライブ（１GB）も壊れました。現在、本体に内蔵の 425MB
のハードディスクのみが使用可能です。

粉末回折装置（RAD-C）で使用しているカシオの計算機（パソコン）は
古くて修理も困難であったため、装置の制御、データの解析用計算機を日

立のワークステーションに取り替えました。これに合わせ、解析データの

出力用レーザープリンターを設置しました。

次年度繰越金が多くなっていますが、現在、単結晶四軸型回折装置のシ

ンチレーションカウンターの交換、新しいハードディスクドライブの購入

を予定しています。また、賃金（例年 10万程度）が一部未払いになって
います（上記会計報告中の賃金は平成 8年度分の賃金です）。

４．利用方法、問い合わせ先

　　利用方法　　初めて利用する時は下記の問い合わせ先にご連絡ください。

　　問い合わせ先　生命工学科　生体物性学　　奥山健二　内線 7028
★東京農工大学放射線予防規則により、X線装置を利用する職員、学生は
作業従事者として登録が必要です。未登録者の使用はできませんのでご注

意下さい。

５．利用者委員会メンバー

大野、奥山、神鳥、小宮、長谷川 (貞)、宮田、臼井、秋山 (三)、須田、越
田、佐藤 (勝)、の各研究室が現在の利用研究室です。装置を利用すれば自
動的に利用者委員会のメンバーになります。

６．成果（わかっているものの一部）

1) M. Hirano, K. Tani, K. Kumagai, M. Akita, A. Fukuoka and S. Komiya
Activation of Corrdinated Carbon Dioxide in Fe(CO2)(depe)2 by Grope 14
Electrophiles
Organometallics in press.

2) A. Fukuoka, T. Sugiura, T. Yasuda, T. Taguchi, M. Hirano and S. Komiya
Enhancement of beta-Hydrogen Ellimination Reactio on Platinum-containing
Heterodinuclear Complexes
Chem. Lett.,329-330 (1997).

3) A. Fukuoka, S. Fukagawa, M. Hirano and S. Komiya
Insertion of CO into a CH3-Pd Bond in a Heterodinucklear Complex (dpe)Mepd-Co
(CO)4. Preferential Insersion of Coodinated CO on a Cobalt Moiety
Chem. Lett., 377-378 (1997).

4) M.Hirano, T. Marumo, T. Miyasaka, A. Fukuoka and S. Komiya
Unexpected Ligand Displacement of Ru(cod)(cot) with Trimetylp[hosphine to Give
fac -Ru (6-ita-1:1-3-ita-C8H10) (PMe3)3

Chem. Lett., 297-298 (1997).



5) K. Okuyama, K. Noguchi, T. Miyazawa, T, Yui and K. Ogawa
Molecular and Crystal Structure of Hydrated Chitosan
Macromolecules, 30, 5849-5855 (1997).

6) K. Okuyama, T. Ishii, Vongbupnimit and K. Noguchi
Structural studies of cetyltrimrthylammoniumchloride and its complex with p-
phenylphnol
Mol. Cryst. Liq. Cryst.,312, 101-115 (1998).

7) K. Okuyama, V. Nagarajan, S. Kamitori and K. Noguchi
Cristallization of (Pro-Hyp-Gly)10 and Its Triple-Helical Structure Deduced from
Cylindrical Patterson Map
Chem. Lett., 385-386 (1998).

8) K. Vongbupnimit, K. Noguchi, and K. Okuyama
Arrangement of Small Molecules in Amphiphile Aggregation System
Mol. Cryst. Liq. Cryst., in press

9) S. Kamitori, Y. Sjmimoto, K. Vongbupnimit, K. Noguchi and K. Okuyama
Molecular and Crystal Structures of Dodecyltrimethylammonium Bromide and its
Complex with p-Phenylphenol
Mol. Cryst. Liq. Cryst., in press.



イオン注入装置

１．機器の設置場所

機器分析センター：機器室８

２．構成および性能

　　本装置は、イオンソース部、質量分析部、加速・走査系、資料室からな

る、汎用形の中電流イオン注入装置です。主な性能は下記の通りです。

　　

　　（１）注入エネルギー　　　３０～２００keV
　　（２）注入可能イオン　　　約３０種（常備しているのは B, P, Ar, N）
　　（３）最大ビーム電流　　　B+：～１００μA(２００keV時)

P+：～３００μA(２００keV時)
　　（４）ビーム電流安定度　　±１０％／h以下 　
　　（５）イオン質量分解能　　M／ΔM≧１００（半値幅）
　　（６）基板サイズ　　　　　φ４インチシリコンウエハおよび任意形状

　　（７）イオン注入角度　　　０～１０度

　　（８）到達真空度　　　　　試料室：５×１０-７Torr以下

３．利用状況

　　平成４年３月設置、同年５月利用者委員会発足、同年８月一般利用開始。

その後順調に稼働中。平成９年度に排気系などの保守点検、修理を行い、

装置性能を維持した。利用件数は電子情報工学科を中心に１４５件。

４．会計報告

　　配分額（含前年度繰り越し） ２，７４５，８３７

　　支　　出

　　　　備　品 １，７４１，７４０

　　　　消耗品 １，７３３，２５７

　　　　保守費、他 １，２４４，３２０

計 ４，６９９，３１７

　　次年度繰り越し －１，９５３，４８０

５．利用方法，問い合わせ先

　　予約制で利用できます。ただし，オペレーターは講習を受けた方に限り

ます。講習は随時実施しております。

　　  問い合わせ先：　越田信義（内線 7128）、小山英樹（内線 7433）
須田良幸（内線 7129）

　　　予約の申込先：　遠藤欣樹（内線 7468）



６．利用者委員会メンバー

　  装置の円滑な運用のため，次のメンバーによる利用者委員会が設置され

ています。

　　応用化学科　　　　  臼井博郎

　　機械システム工学科　梅田倫弘

　　電気電子工学科　　  上迫浩一、黒岩紘一，越田信義（世話人），斉藤 忠，

須田良幸

７．主な関連論文紹介

(1) H. Koyama and N. Koshida: Spectoroscopic analysis of blue-green emission from
oxidized porous silicon: possible evidence for Si-nanostructure-based mechanism,
Solid State Comm. 103, 37-41 (1997).

(2) T. Matsumoto et al: Coupling effect of surface vibration and quantum confinement
carriers in porous silicon, Apple. Surf. Sci. 113/114, 140-144 (1997).

(3) T. Matsumoto et al: Electroluminescence from deuterium-terminated porous silicon,
Jpn. J. Appl. Phys. 3 6, L1089-L1091 (1997).

(4) X. Sheng et al: Improved cold electron emission charactersitics of electoluminescent
porous silicon diodes, J. Vac. Sci. & Technol. B 15, 1661-1665 (1997).

(5) H. Koyama, Y. Matsushita, and N. Koshida: Activation of blue emission from
oxidized porous silicon by annealing in water vapor, J. Appl. Phys. 82 (1998) (in
press).

(8) X. Sheng, H. Koyama, and N. Koshida: Efficient surface-emitting cold cathodes
based on electroluminecenct porous silicon diodes, J. Vac. Sic. & Technol. B 16,
793-795 (1998).

(9) K. Ueno and N. Koshida: Negative-resistance effects in electroluminescent porous
silicon diodes, Jpn. J. Appl. Phys. 37, 1096-1099 (1998).

(10) N. Koshida, E. Takizawa, H. Mizuno, H. Koyama, and T. Sameshima:
Electroluminescent devices based on polycrystalline silicon films for large-area
applications, Mat. Res. Soc Symp. Proc 486 (1998) (in press).

(11) M. Araki, M. Takahashi, H. Koyama, and N. Koshida: Performances of Buried-
Type Porous Silicon Optical Waveguides, Mat. Ras. Soc. Symp. Proc. 486 (1998)
(in press).

(12) T. Matsumoto, Y. Matsumoto, and N. Koshida: Photo- and Electro-luminescence
from Deuterium-Terminated Porous Silicon Diodes, Mat. Res. Soc. Symp. Proc.
486 (1998) (in press).



電子スピン共鳴装置

１．設置場所、構成及び性能

設置場所：機器分析センター機器室２

機器の構成：ＥＳＲスペクトロメーター及び若干の付属施設から構成される。

　　　　　　詳細は以下の通り

①ＥＳＲスペクトロメーター

　   機種　ＪＥＳ－ＲＥ２Ｘ　（日本電子）：本機は、Ｘバンド（９．４ＧＨ
ｚ）の標準的なＥＳＲスペクトロメーターで、磁界は最大１．３Ｔまで印

加できる。感度は１×１０１４スピン／Ｔ。温度可変、光照射可能。ＯＤＭ

Ｒ（光検出磁気共鳴）測定可能。

②付属設備：

　(1)温度可変装置ＥＳ－ＤＶＴ２（－１７０℃～＋１９０℃）
　(2)液体ヘリウム温度可変装置ＥＳ－ＬＴＲ５Ｘ（２．７Ｋ～３００Ｋ）
　(3)試料角度回転装置ＥＳ－ＵＣＲ３Ｘ（０゜～３６０゜：読みとり精度
１゜）

  (4)固体試料光照射用レンズ　ＥＳ－ＵＶＬＳ
  (5)データ収集用コンピュータ　ＥＰＳＯＮ　ＰＣ３８６Ｍ－ＳＴＤ

    (6)光検出磁気共鳴装置ＯＤＭＲ
  (7)液体試料測定用石英セル

２．利用状況

　  利用希望者からのお申し出があれば、お使いいただけるようマシンタイム
の配分をします。代表者（佐藤勝昭）が主として利用しています。これまで

に測定した対象は、半導体中の遷移金属、希土類イオンのＥＳＲスペクトル

による同定、半導体の格子欠陥の光ＥＳＲによる検出などです。

　  ＯＤＭＲ（光検出磁気共鳴）の測定ができるように、 pin ダイオードによ
るマイクロ波の断続ができるよう装置を整備し、昨年度、液体ヘリウムをポ

ンピングして２ＫでのＯＤＭＲ測定ができるように整備しました。

　  また、液体試料測定用セルも使えますので、化学系研究室の方もどんどん
ご利用下さい。



３．会計報告

　  本装置は、科研費の設備として本学に設置されたいきさつのもので利用料
金を設定していない。液体ヘリウムなど消耗品については利用者負担とする。

４．利用方法・問い合わせ先

利用方法：本装置にはオペレータがいませんので、最初、佐藤研究室の学生

が説明しますが、測定は利用者ご自身で行って下さい。データはチ

ャート紙に出力されます。３．５”フロッピーに出力することも可

能です。g 値の決定や、スペクトルの積分によるＥＳＲ信号強度の測
定も可能ですが、スピン密度の計算などは、標準試料を必要としま

すので、しかるべきものを各自ご用意下さい。液体窒素、液体ヘリ

ウムなどの手配、費用負担についてはご相談下さい。また、第１項

に述べた以外の装置を必要とされる場合利用者自身でご用意下さい。

問い合わせ：詳細は佐藤勝昭教授（内線７１２０）または石橋隆幸助手（内

線７４３２）、大学院博士後期課程学生西敬生君（内線７４３２）に

ご相談下さい。

５．利用者委員会

　上迫　浩一　　　Ｅ　　アモルファスシリコン系合金簿膜の欠陥密度の評価

　須田　良幸　　　Ｅ　　BN、多結晶シリコン簿膜の物性評価
　越田　信義　　　Ｅ　　ポーラスシリコンの評価

　鮫島　俊之　　　Ｅ　　多結晶シリコン簿膜の物性評価

　小山　　昇　　　Ｃ　　導電性高分子ラジカル生成と物性評価、

　　　　　　　　　　　　電界生成ラジカルの検出

　小宮三四郎　　　Ｃ　　有機金属錯体の電子状態および構造の解析

　永井　正敏　ＢＡＳＥ　固体触媒上に吸着したＮＯ２やＯ
２－の挙動

　　　　　　　　　　　　　　　Ｃｕ２＋、ＶＯ２＋酸化物表面の吸着水

６．その他、成果など

(1) H. Sano, T. Ishibashi and K. Sato: The Effect of Acceleration Voltage for the
Preparation of CuInSe2 Thin firms by Ionized Cluster Beam Technique, Jpn. J. Appl.
Phys. (to be published)

(2) H. Sano, H. Hirasawa, S. Nakamura, K. Kondo and K. Sato: Low Temperature
Deposition of CuIn(SXSe1-X)2 Thin Films by ICB Technique; Jpn. J. Appl. Phys. 37
Part1, [4A] (1998) 1760-1763.

(3) T. Nishi, Y. Kimura and K. Sato: Infrared photoluminescence studies of rare earth-
doped CuAlS2 single crystals; Inst. Phys. Conf. Ser. 152 Ternary and Multinary
Compounds (IOP, London, 1998) pp.405-408



(4) K. Kondo, S. Nakamura, H. Sano, H. Hirasawa and K. Sato: Growth and
Characterization of CuInS2 Films grown by RF Ion-Plating; Jpn. J. Appl. Phys. 36,
Part1 [11] (1997) 6668-6671

(5) K. Kondo, S. Nakamura, H. Sano, H. Hirosawa and K. Sato: Growth and
characterization of CuInS2 Films grown by RF Ion-Sputtering; Solar Energy
Materials and Solar Cells 49 (1997) 327-335



固体 NMR装置

１．機器の名称、購入年度、設置場所

　　機器の名称：固体 NMR装置
　　購入年度：平成９年度

　　設置場所：機器室９

２．機器の構成および性能

　機器の構成

　  分光計：JNM-CMX400型（日本電子）
　  　チャネル数：３（1:X, 2:H, 3:Y）（X,Yチャネルは 15N～31P共鳴周波数   対

応）

　  マグネット：超伝導マグネット（JMT）
　  　磁場強度：9.4T
　  　ボア経：89mm
　プローブ

　  　7.5 mm CP/MASプローブ
　　  5 mm HXY三核 CP/MASプローブ
　　10 mmチューナブル広幅プローブ
　  データシステム
　　  AD変換器：12bit/2MHz
　　ホストコンピュータ（Sun SPARC Station）
　　（17inch CRT, 48MBメモリ, 1GBディスク, 1/4磁気テープ, FPD）
　  コンプレッサ
　シンクロスコープ

　機器の性能

　１．パルスプログラミング

　　　分光計には共通性の高い RF チャネル構成となっており、UNIX 上での
パルスプログラミングとコンパイルが可能。

　２．サンプルスピニング

　　　コンプレッサの圧縮空気は、プレドライ、スパートライプロセスを経て、

MAS用エアレギュレータへと導入される。エアレギュレータのバルブコ
ントロールはコンピュータから行い、フィードバック制御機構によりス

ピニングスピード数 kHz±2Hzにコントロール可能。
　３．三重共鳴

　　　プローブとして広帯域三重共鳴プローブ、および高出力 1H デカップリ
ングを組み合わせることで、13C、15N、1H あるいは 13C、31P、1H などの
三重共鳴スペクトルが得られる。



　４．チューナブル広幅プローブにより重 1 素核の四極子相互作用スペクトル
が観測でき、分子運動などの知見が得られる。その他、化学シフト異方

性、双極子相互作用の固体試料特有の NMRパラメータが得られる。

３．利用状況

　 平成 10 年２月に設置され、朝倉哲郎教官の管理のもとで、装置性能テスト
を実施し、データの信頼性のチェックを行った。現在、装置のメンテナンス

は朝倉研究室で行っている。オペレーションについてはかなりの習熟を要す

るので、現在朝倉研内で指導できるように準備を進めている。

学内からの測定希望に対しては、現在のところ、依頼測定を予定している。

また、センター内にある他のＮＭＲ装置とも共通性が高いので、今後核磁気

共鳴利用者委員会との連絡を取りながら運営をはかる予定である。

４．会計報告

　  生物系特定産業技術研究推進機構（生研機構）による基礎技術推進事業（平
成９年度～13 年度、代表　朝倉哲郎、分担研究者：田中康之、佐藤壽弥、出
村誠）の平成９年度受託研究費により設置された。なお、本装置の設置に関

しては、機器分析センター運営委員会において、共同利用機器として利用す

ることで了承された。

５．利用方法、問い合わせ先

　  利用希望者は、現在のところ依頼測定（有料）として受け付けます。試料
の測定条件等を予め連絡いただき、相談の上、測定方法、利用時間を打ち合

わせします。

　 問い合わせ先：朝倉哲郎（研究室内線 7025、e-mail:asakura）

６．利用者委員会（委員長および委員）

　　　平成９年度　委員長：朝倉哲郎

　　　　　　　　　　委員：出村 誠、石坂弘子

７．その他（研究成果等）

　  機器に関連した研究成果（研究論文等）のリスト

1.Asakura, T., Demura, M., Date, T., Miyashita, M., Ogawa, K. and Williamson. M.
P.  (1997)  NMR Study of Silk I Structure of Bombyx mori Silk Fibroin with 15N
and 13C NMR Chemical Shift Contour Plots, Biopolymers, 41,193-203.

2.Asakura, T., Minami, M., Shimada, R., Demura, M., Osanai, M., Fujito, T., Imanari,
M., and Ulrich. A. S.  (1997)  2H Labeling of Bombyx mori Silk Fibroin and The
Structural Characterization Using Solid State 2 H NMR , Macromolecules,
30,2429-2435.
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１．利用方法

　中央棟２階 XMA 室に設置してあり、習熟者は予約（室内の予定表に記入）
により自由に使用できます。利用者、管理者間の電話連絡を密接に行い、常

にベストコンディションでご利用いただきたいと思っておりますのでご協力

下さい。

　ただし、XMA 室（Ｘ線回折及びＸ線マイクロアナライザー）での機器の使
用に際して①消耗品は受益者負担とする、②重大な過失による故障は、使用

者の所属研究室が責任を持つ、の２点を原則とし、別表のような使用料をお

支払い頂いております。

使　用　料　金　表　（1997年度改定）

なお、始めて当装置をご使用になる方は「東京農工大学放射線障害予防に関

する実施細則」に基づき、「エックス線装置取扱従事者」の登録が必要となり

ます。使用法の分からない方は担当者＊まで御連絡下さい。

　　　＊応用化学科　システム化学工学コース　　亀山研究室

　　　　　亀山秀雄　または　山本協子　（内線　７２４８）

２．機器の構成及び性能

１）Ｘ線マイクロアナライザー

　機種　　　　　日本電子　ＪＸＡ－８９００Ｒ

　購入年月　　　１９９４年（平成６年）３月

　基本的機能　　0.2～40KeV の電子線を平滑な試料表面に当て、発生する特性
Ｘ線の波長から成分元素を識別する（定性または半定量測定）。

条件が満たされれば、特性Ｘ線の強度から濃度を求めること

もできる（定量測定）。但し、この場合は一般に補正が必要。

走査電顕としての機能もあり２次電子像（SEM）、反射電子像
（BSE）、吸収電子像が観測出来る。

　検出可能元素　5B（ホウ素）～92U（ウラン）
　加速電圧　　　0.2～40KV、通常は 10～30KV
　取り出し角　　40度

Ｘ線回折（RAD-IIC, SG-9）　  　 Ｘ線マイクロアナライザー

　３００円／１時間　　　　　　５００円／１時間。但し、６時間以上

　　　　　　　　　　　　　　　連続使用の場合は３，０００円／１

日。

（出力用紙　１０円／１枚）　　　（用紙、消耗品など別途請求）



　検出方式　　　波長分散型（ＷＤＳ）＋エネルギー分散型（ＥＤＳ）

　分光器　　　　３台、内１台は軽元素用

　二次電子像分解能　6nm
　測定モード　　電子線走査又は試料台移動により点分析、線分析、面分析が

可。

　出力装置　　　昇華型カラープリンター、インクジェット型カラープリンタ

ー

　　　　　　　　3.5インチ光磁気ディスク、3.5インチフロッピーディスク
　ワークステーション　HP Apollo 9000シリーズ 700: (19インチカラーモニター、

HP-UX)
インターフェース　HP-HIL,RS232C,SCSI,HP-IB,ETHERNET,CENTRON

ICS
試料サイズ　　試料そのものは 1mmφ程度以上あればよい。
マウント　　　25mmφ（厚み 10mm前後）の台に取り付ける。
形状　　　　　原則として平滑な平面が必要。

導電性  　　　　試料自身に導電性のない場合は事前に薄いカーボン蒸着、
金蒸着などを行う。

種類　　　　　測定対象としては、金属やセラミックス等が好適。

　　　　　  　　有機物類はカーボン蒸着をしても、極めて微弱な電子線を用
いて SEM 像を撮る場合を除き、強い電子線による分解が起こ
り装置内部を汚染する可能性が強いので、通常は不適当。

２）Ｘ線回折装置

　①Ｘ線回折装置 RAD-IIC（理学電機）：'88.03月購入。Cu 2KW管球装着中。
　　コンピュータ制御システムを変更：rint2000システム導入（'95.10）
　②Ｘ線回折装置 SG-9（理学電機）：'72.12月末購入。Cu1.5KW管球装着中。

３）付属品類

　　試料の作製・観察関係

機器名 メーカー 　　規格、性能など

①

②

③

④

真空蒸着装置

光学顕微鏡

カッター

研磨機

ＪＥＯＬ

ニコンＳ型

Buehler
Buehler

　JEE-400
最高倍率 40×15、カメラ付き、露出計なし
　ISOMET2000
　研磨機、研磨材は使用者持ち

　　Ｘ線回折関係

機器名 メーカー 　　規格、性能など

⑤

⑥

⑦

Ｘ線管球

Ｘ線管球

ラウエカメラ

フィリップス

フィリップス

理学電機

　Fe対陰極 1KW（中古品）
　Mo対陰極 1KW（中古品）



⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

デバイカメラ

連続高温カメラ

円筒カメラ

コンパレータ

試料高温装置

試料低温装置

理学電機

理学電機

理学電機

理学電機

理学電機

理学電機

　Max.Temp. 真空中 1350℃

　フィルム読み取り用簡易型

　Max.Temp. 真空中：1400℃
　　　 　　  Heガス中：1200℃
　室温～－190℃

３．利用状況

１）Ｘ線マイクロアナライザー：

　　　全てワークステーションから操作を行うため初めての方でも、測定原理

の勉強、及び講習会を経て、比較的容易に操作できる。

　　　合金、セラミックス、触媒、高温超伝導体等の組成分析に利用されてい

る。

　　　コンピュータを経由せずに、直接各自の手で行うのは試料調製、試料の

装置への出し入れのみであるにもかかわらず、事故が多い。

　　　・せっかく試料のカーボン蒸着を行っても、試料台との間の導通が確保

されていないために、きれいな画像が得られないばかりか、鏡塔内を

汚染したり、フィラメントの寿命を縮めたりしている。

　　　・試料ホルダーの挿入、取り出し時に試料室のシャッターの引き出し、

固定を十分に確認しないために試料ホルダーによりシャッターのＯリ

ングを傷つけて真空漏れを起こす事故が数回あった。

　　　しっかり原理を勉強された上で、慎重に取り扱われることを希望します。

２）真空蒸着装置：

　　　カーボン蒸着が主。他の試験的な蒸着に使用される場合もある。

３）Ｘ線回折装置：

　　　汎用機器のため、使用頻度はかなり高い（特に RADII-C,(X化)）。
      SG-9は利用希望研究室が特別に整備を行い、継続的に使用している。

４．利用者委員会メンバー

　Ｃ：平林、宮田、関、纐纈、亀山、堀尾、Ｍ：山本、長谷川、Ａ：小林、越

田



５．1997年度 XRD、EPMA費用収支内訳(1998.6.5)

１）1997年度収支
      収入 5,131,912円

1996年度からの繰越し (2,804,912円)
        本年度維持費 (2,327,000円)

        支出合計 1,543,790円
        残高 3,588,122円

  ２）支出内訳
      (a) XRD関係費用合計 256,094円
           X線発生装置制御部修理 (198,450円)
           プリンタ用紙など (57,644円)
      (b) EPMA関係費用合計 820,591円
           修理･保守費用 (747,033円)
           消耗品等合計 (73,558円)

フルヤ商会（インスタントフィルム） (55,488円)
            東栄化学（ガス及びボンベ周辺機器等） (5,365円)

その他（試薬、他） (12,705円)
      (c) 保守管理、データ整理、など謝金等 467,105円

  ３）本年度一般利用料（保守管理、講習会利用を除く）
              1998年度会計に組み込み分
                 (a) XRD利用料合計 428,810円
                 (b) EPMA利用料合計 278,500円
                                 合計 707,310円

共同利用機器利用の手引き

責任者 連絡先 期日･時間 機器 費用負担

亀山秀雄 山本協子 室内予約表に記入
  （内線 7248）   （通常は先着順）  X線回折     ￥300/hr

X線マイクロアナライザー ￥500/hr
                                     1日当たり 6hr以上は￥3,000/day



引張り試験機

１．機器の名称、購入年度、設置場所

　　名称：　引張り試験機、    購入年度：　平成６年度、
　　設置場所：　４号館２階　２２９号室

２．機器の構成及び性能

　　　本試験機（テンシロン）は、繊維・フィルム材料の力学的諸特性（引張り・

圧縮・曲げにおける弾性率や強度など）を測定することができる。最大荷

重容量 5 kN（ロードセル 5 kN, 100 N, 10 N）、精度 1%、ストローク 690 mm、
速度 0.5～1000 mm/min。従来のインストロンが老朽化したので、平成 6年
度に更新している。

３．利用状況及び稼働状況

　　主たる利用学科　　応用化学科、電子情報工学科

　　年間延べ使用人数　９５名

　　年間実使用人数　　５１名

　　年間稼動日数　　　５４日

　　一日平均稼動時間　３．８時間

４．会計報告

　　平成９年度　　　　消耗品等利用者負担

５．利用方法

　　　６の運営委員で管理している。機器の利用は下記の管理者に連絡、申し込

みの上で利用して下さい。なお、利用料金は原則として消耗品などを利用

者負担となっています。

　　　管理者：  壁矢（４号館２１１号室　内線７０５７）

６．運営委員会（利用者委員会メンバー）

　　　壁矢（7057）、宮田（7054）、美宅（7048）、森田（7051）
　　　

７．その他

　　　研究成果の数未整理、1件の例を別紙（下記）に示す。



材料強度総合評価試験装置

１．装置概要

　本試験装置は高温雰囲気中および広範囲負荷速度で各材料の機械的性質を

評価できるもので、一軸負荷試験システムと繰り返し負荷試験システムから

構成され、平成５年度の特別施設費により設置されたものである。

２．設置場所

　  工学部付属機械工場　　１０７号室

３．装置の性能

一軸負荷試験システム

　  引張荷重：１kN～５０kN
最大変位：３５０mm
最大引張速度：６m/s
加熱温度：最高温度１０００˚C（大気雰囲気中）
制御装置・コンピュータシステム：

　    主制御盤は CPU制御のサーボコントローラで大型ディスプレイを装備。
コンピュータを切り離して、この制御盤のみで試行実験や計測データの

表示が可能。インターフェイスにより外部コンピュータに接続されてお

り、それによる試験ソフトウェアの実行・計算データの保存・管理およ

び解析が可能である。接続コンピュータは NEC PC-9812で、高速引張試
験実行ソフトと解析ソフトを装備している。

繰り返し負荷試験システム

負荷荷重：５kN～100kN
最大変位：±50ｍｍ
繰り返し速度：0.001～120Hz
加振波形：各種波形可能

加熱温度：最高温度 1600℃（大気・真空雰囲気中）
真空度：10-6Torr
制御装置・コンピュータシステム：

      主制御盤は CPUを搭載しており、サーボアンプ、発振器、計測アンプ、
ィードバックアンプ、デジタルピークモニタ、ディスプレイ、キーボー

ドを装備。コンピュータを切り離して、この制御盤のみで試験実行や計

測データの表示が可能。インターフェースを介して外部コンピュータに

接続されており、それによる試験ソフトウェアの実行・計測データの保

存・管理および解析が可能である。接続コンピュータは NEC PC-9821
で、低サイクル疲労試験、破壊靭性試、引張・圧縮試験、ホットプレス

の実行・解析ソフトを装備している。



４. 利用状況
　   一軸負荷試験システム
　　　　　　　　　　　　　12時間/週
　  繰り返し負荷試験システム
　　　　　　　　　　　　　14時間/週
　　　　　　　　12～2月　30時間/週

５. 運営費
　平成９年度当初予算は学部内特殊装置維持費 1,776千円であり、主として
各試験基の周辺機器および消耗品の購入に当てている。毎年、予算不足のた

め、不足分を利用者負担によってまかなっている。

６. 利用方法、問い合わせ先
　予約制で自由に使用できる。ただし、本装置の使用経験者に限るものとし、

未経験者には随時説明します。使用問い合わせ先は、工学部機械システム工

学科システム基礎解析講座　長谷川　正　教授（委員長　内線 7078）または
安藤拓也（内線　7414）です。

７．利用者委員会委員

　Ｍ科：長谷川（委員長）、澤田、山本、西脇、長岐、高橋、桑原、池田、

國枝、笹原、渡辺

　  なお、装置の維持・管理は利用者委員会委員長（機械システム工学科　長
谷川　正　教授）および機械システム工学科　高橋　徹　助教授が担当して

いる。

８．研究成果の例

　(1) T.Yausno , A.Koganei , K.Kuribayashi , T.Hasegawa and R.Horiuchi
     Effects of Boride Former Erements on Recoverry and Recrystallization
     of  Reverse-transformed Austenite in Fe-19％Ni Alloy
     ISIJ International.,36(1996),pp.595-602
  (2) 嶋貫宏泰、長谷川正、安野拓也、高橋徹、西脇信彦
　　 単結晶ダイヤモンド工具によるアルミニウム-SiC粒子複合材料の被削性
　　 軽金属、46(1996),pp.632-637
  (3) T.Hasegawa , T.Yasuno and T.Takahashi

Effects of Addition of Alloying Elements on Superplastic Behavior in
Mechanically Alloyed Aluminum Alloys.,  Towards Innovation in Superplasticity
1.,
Materials Science Forum , 233-234(1997),pp.163-170

  (4) 安野拓也、長谷川正、栗林一彦
　　 水素脆性き裂進展特性に及ぼす温度の影響
　　 鉄鋼の高強度化と信頼性向上　日本鉄鋼協会(1997),214-217



  (5) 安野拓也、鈴木理、栗林一彦、長谷川正、堀内良
18％Ni マルエージ鋼のみ再結晶溶体化処理による高靱性化に及ぼすＢ添
加量の影響

　　 鉄と鋼（日本鉄鋼協会論文集）.,83(1997),pp.671-676.
  (6) T.Hasegawa, T.Yasuno and T.Takahashi

Microstructual Study of high Strain Rate Superplasticity in Mechanically Alloyed
Aluminum Alloys., Proc.Inter.Conf.on Thermomechanical Processing of Steels
and Other Materials, TMS,(1997),pp.1961-1967.

  (7) T.Yasuno, T.Hasegawa and T.Takahashi
Stress-Strain Behavior and Continous Observation of Deformation in Superplastic
MA Al Alloys.,
Proc.Inter.Symp.on Microstructure,Micromechanics and Processing of
Superplastic Material ,Mie Academic Press,in press

  (8) 矢畑昇、渡辺正昭、地代所俊彦
　　 流体素子式疲労試験機の応用
　　 材料試験技術、41,2(1996),117-121.
  (9) 大谷剛生、矢畑昇，波多野裕輝、真木邦雄
 　　エンジン用バルブ・バルブシート材の高温衝撃摩耗特性
     日本機械学会論文集, 62,598,C(1996),2351-2358.
  (10) 平田素康、矢畑昇
　 　ねじりフレッチング疲労に関する基礎的研究
　　 材料試験技術, 41,3(1996),161-166.   
　(11) 矢畑昇
　　 順流体素子式疲労試験機の開発とその応用
　　 材料試験技術, 42,2(1997),31-37.
  (12) 李順林、矢畑昇
　　 浸炭焼き入れ鋼の回転曲げ疲労強度
　　 材料試験技術,42,2(1997),154-157.
         



高速度撮影装置

１．装置の概要

　本装置は英国　Hadland Photonics 社製の Imacon790 型で、その構成と仕様
は次のとおりです。

　　　内訳：イメコン 790-S20UVカメラ本体
　　　　　　1/4T1×104　FPS フレーミングプラグイン
　　　　　　2/5T2×105  FPS フレーミングプラグイン
　　　　　　2/7T2×107  FPS フレーミングプラグイン
　　　　　　FS 1～10ns/mm　ストリークプラグイン
　　　　　　MS/CV 10～100ns/mm　ストリークプラグイン
　　　　　　クォーツレンズ　60mmUV f2.0
            80/40　イメージインテンシファイヤ

　　　仕様：記録範囲（プラグイン選択による）

　　　　　　　　フレーミング　　1万コマ/秒～2千万コマ/秒
　　　　　　　　ストリーク　　　100μs/mm～1ns/mm
  　　　　　フォトカソード分光特性　S20UV
          　UVクォーツレンズ付き
　　　　　　蛍光面の大きさ　φ90
　　　　　　ポラロイド撮影装置付き

　　　　　　チャンネルプレート型インテンシファイヤ付き

　　　　　　使用電源　100V AC 50/60Hz, 消費電力　50W
            大きさ　84cm×38cm×250cm、　　重量（本体）　31kg

  以上のほかに、有志研究室からの拠出・拠金により次の周辺機器・アダプ
タを備えました。

　　　　　電動シャッタ

　　　　　トリガ用ディレイジェネレータ

　　　　　国産レンズ用マウントアダプタ

　　　　　レンズ　　ニッコール 85mm F1.4S
                    マイクロニッコール　105mm F2.8S
　

２．利用方法

　利用希望の方は、利用者委員会委員にご連絡下さい、委員は次のとおりです。

　　　　　国枝正則（委員長、機械システム、内線 7100）
　　　　　高橋雄造（電子情報、内線 7127）
　　　　　東野文男（機械システム、内線 7074）
　　　　　亀田正治（機械システム、内線 7075）



　　利用のルールは当分のあいだ以下のとおりとし、問題のある場合はその都

度協議することとしています。

　    １）イメージ管・イメージインテンシファイアに過度に強い光を入れて焼か
ないように使用にあったっては十分な対策を施し、かつ細心の注意を払う。

  ２）使用者（使用研究室）は、本装置を使って行う 1 研究テーマにつき 5 万
円を拠出する。

３）1研究テーマの開始から終了まで期間は最大１年とする。
  ４）工学部経理に本装置設置のため予算差引口座を設け、使用者はこの口座
に予算を移し替えるものとする。

　本装置には運営費が配分されませんので、実際の運営はすべて拠金や現物・

労力の拠出によって行っております。ご協力をお願いします。

３．活動報告

　本装置を用いた研究から、次のような分野の研究が行われました。

　　-沿面放電の進展
　　-電磁リレーのチャッタリングと火花ノイズ
　　-放電加工プロセスの観察
　　-振動圧力場中における 2個の気泡の挙動
　　-気泡を含む高粘度液体中における圧力波の伝播挙動の観察

　平成 9 年度に発表された研究成果は以下のとおりです。さらに広い範囲の
利用をお願いします。

(1)  Kameda, M., Ichihara, M.,Okunitani, H. and Matsumoto, Y., 1997,
    “Transient pressure wave phenomena in a highly viscous liquid
    containing gas bubbles,” in:Proceedings of the 21st International
    Symposium on Shock Waves (edited by Houwing, A.F.P.), No.3030.

(2)  Kameda, M., Ichihara, M. and Okunitani, H., 1997, “Pressure waves
     in a highly viscous liquid containing gas bubbles,” Bulletin of the
     American Physical Society, Vol. 42, No. 11, 2180.

(3) 市原 美恵, 井田 喜明, 大國谷 宏, 亀田 正治, 1997，“粘弾性流体中の気
泡振動～解析と実験～ ”日本火山学会 1997 年度秋季大会講演予稿集、
No.2,p.11.

(4)  手塚　広之、亀田　正治、1997，“振動圧力場中における 2個の気泡の
    挙動、”第 16回混相流シンポジウム講演論文集,pp.265-266.

(5)  高比良　裕之、亀田　正治、1997，“振動圧力場中における 2個の気泡
    の運動、”キャビテーションに関するシンポジウム（第 9回）講演論文集、
    pp.115-118.



４. 会計報告
　本装置には運営費が配分されていません。前回の年報発行以後の活動は、

すべて現物・労力の拠出によって行われましたので、支出金額もゼロです。

５. 更新への努力
　本装置は設置から 20 年近くをすぎて、故障が置きやすく、撮影の安定性
も悪化しています。

より高性能の新鋭機種も市販されていますので、近い将来の更新が望まれ

ます。

　　



液体窒素貯蔵タンク

１．利用方法

1) 利用者は容器を用意し、それをタンクの設置場所(小金井キャンパス正門西)に運び、利用

者自ら汲み取る。

2) 供給日：月曜日～金曜日のウィークデー

3) 供給時間：汲み取り時のロスを減らすために、出来るだけ午前中に集中して汲み出して

下さい。

4) 汲み取りは、貯蔵タンク付属のコック(印あり)を回して行い、終了後はそれをしっかり締

める。

5) 汲み取り量の計測は、容器の満タンを確認して行う。汲み取り前の残量が無視出来れば

容器の表示量で汲み取り量とする。（ただし、若干の残量があった方が、汲み取り時のロ

スが少なくて済み、省エネルギーになりますので御協力お願いします。）

6) 汲み取り量はタンクの所に備えてある帳簿に各研究室毎に記入する。

（年度末に集計して各教官の予算から落とされます。）

７）科研費による購入も可能

２．性能諸元

　昭和５２年春に液体窒素タンクを工学部内に設置し、同年６月に全学的に供給を開始した。

　タンクの性能諸元：

　　日本酸素(株)製　ＣＥ-３型　容量２５００ l

３．成果概要

    年    度  Ｓ５７  Ｓ５８  Ｓ５９  Ｓ６０  Ｓ６１  Ｓ６２  Ｓ６３   Ｈ１
購 入 量   (kl)     33.3     32.4     35.5     49.9     54.6     61.0     62.3     67.9
購入単価  (円/ l)     53.0     45.0     45.0     45.0     45.0     44.1     44.0     45.3
購入金額(千円)  1,762.5  1,456.7  1,597.2  2,247.7  2,454.8  2,693.1  2,739.7  3,076.5
経 定期検査(千円)     75.0     75.0     74.0     75.0     75.0     75.0     75.0     77.3

中間検査(千円)     41.0     41.0     41.0     41.0     41.0     41.0     41.0     42.2
工事    (千円)     -     -     -     60.0     13.9     -    111.0     -

費 雑費＊   (千円)     14.0     28.5     -     10.0     10.0     10.0     10.0     77.3

  計    (千円)  1,892.5  1,601.2  1,712.2  2,433.7  2,594.7  2,819.1  2,976.7  3,273.2
使用研究室･他     32     44     36     43     47     49     55     53
使  用  量 (kl)    11.06    10.26    11.17     15.2     15.6     20.6     18.1     20.7
有効使用率 (%)     33.3     31.7     31.5     30.4     28.6     33.7     29.1     30.4

＊＊( /l)    172    157    154    161    167    138    165    159

    年    度   Ｈ２   Ｈ３   Ｈ４   Ｈ５   Ｈ６   Ｈ７   Ｈ８   Ｈ９
購 入 量   (kl)     69.8     81.2     75.2     74.8     85.4     87.1    114.7    130.1
購入単価  (円/ l)     45.3     48.4     48.4     48.4     48.4     47.4     37.1     37.8
購入金額(千円)  3,164.4  3,928.6  3,638.5  3,620.3  4,132.6  4,124.5  4,379.5  4,920.5
経 定期検査(千円)     77.3     77.3     77.3     77.3     77.3     77.3     -     -
中間検査(千円)     42.2     42.2     42.2     46.4     46.4     46.4     -     -
工事    (千円)     -     -     -     -     -  1,462.0     -     -

費 雑費＊   (千円)     10.0     -     30.9     10.0     -     -     15.5     49.4

  計    (千円)  3,293.9  4,048.0  3,788.9  3,754.0  4,256.2  5,710.1  4,395.0  4,969.8

使用研究室･他     55     56     60     62     63     64     60     66
使  用  量 (kl)     21.4     26.5     26.1     30.5     27.2     40.8     57.1     65.7
有効使用率 (%)     30.7     32.7     34.8     40.8     31.9     46.9     49.8     50.4

＊＊( /l)    154    153    146    124    157    140     77     75.7
      *） フレキシブル管の購入、修理代など
      **) Ｈ８より計算方法変更。使用容器の容量によって実質単価は異なる。



４．利用者委員会からのお知らせ

　タンクの施錠管理およびタンクの維持管理を当番制でお願いしている。当番の教官が利用

者委員会を構成している。また保安管理責任者の教官が１名いる。当番は、

1) 年度毎に５研究室にお願いしている。

2) 週交代で順次担当していただいている。

3) 当番の作業内容はタンクの所に掲示されているが、

a) タンクの内圧を３kg/cm２以下に保つ。タンク内圧が上昇したらバルブＢ-１を開い

てガスを放出する。

b) 液面およびタンク内圧をＣＥ日常巡回点検記録表に記入する。併せて、ガス洩れ、

弁の異常等の有無も記入する。

c) 窒素は、業者が毎週火曜日と金曜日の午前中に補給してくれる。満タンで１６目盛

り。次の補給日までにタンクが空になる恐れがあるときは、契約第三係に連絡する。

利用者委員会から利用者の皆様へのお願い：

汲み取りに伴う液体窒素のロスを少なくするために、

1) 出来るだけ午前中に集中して汲み出して下さい。

2) 容器の底に若干の液体窒素を残し、容器を冷えた状態にしたまま汲み取って下さい。

４.１　利用者委員会（当番）

 年  度 　Ｓ５８ 　Ｓ５９ 　Ｓ６０ 　Ｓ６１ 　Ｓ６２ 　Ｓ６３    Ｈ１    Ｈ２
 田中(F)  朝倉(F)  赤池(F)  平林(F)  佐藤(T)  東　(F)  宮田(B)  東　(B)

 利用者  武岡(R)  小宮(R)  鈴木(C)  関　(C)  金子(C)  加部(K)  鈴木(B)  加部(B)
 委員会  鶴淵(P) 長谷川(I)  西脇(I)  江村(P)  鶴淵(P)  高橋(P) 長谷川(M)  高橋(A)
 (当番)  木内(D)  越田(D)  垂井(D)  越田(D)  黒岩(D)  難波(E)  垂井(A)  難波(A)

 　-  河野(B)  河野(B)  小林(D)  河野(B)  河野(B)  河野(A)  河野(A)

保安管理  小林(D)  小林(D)  小林(D)  小林(D)  小林(D)  小林(D)  小林(D)  小林(A)

 年  度    Ｈ３    Ｈ４    Ｈ５    Ｈ６    Ｈ７    Ｈ８    Ｈ９   Ｈ１０
 平林(B)  尾見(B)  朝倉(B)  重原(B)  松岡(L)  大野(L)  武田(C)  小関(L)

 利用者  田中(B)  纐纈(B)  佐藤(B)  小宮(B)  松永(L)  加藤(C)  小山(C)  小宮(C)

 委員会  國眼(B)  鶴淵(A)  臼井(B) 長谷川(M)  福岡(C)  望月(M)  鶴淵(A)  臼井(C)
 (当番)  小宮(B)  小林(A)  越田(A)  蟻川(A)  加部(C)  森下(A)  上迫(A)  田中(C)

 江村(A)  須田(A)  上迫(A)  黒岩(A)  佐藤(A) 永井( ) 宮田( )  須田(E)

保安管理  小林(A)  小林(A)  小林(A)  小林(A)  小林(A)  黒岩(A)  黒岩(A)  黒岩(E)

４.２　年度決算について

　容量Ｌ( l)の容器に１回汲み取った場合、

         Ｖ(l)＝Ｌ(汲取量)＋５(固定ロス量)＋Ｌ 2/3  (容器冷却時ロス量)
を計算上消費した量(計算使用量)とします。各研究室には、液体窒素総経費を各研究室の１

年間のＶの総量に応じて比例配分した額を負担して頂きます。従って、使用容器の容量によ

って、実質単価は異なることになります。参考資料として、平成9年度液体窒素教官別使用

量及び負担額を次ページに掲げます。

　今後とも、経済的で安全な液体窒素の供給体制を維持すべく御協力をお願いします。

４.３　問い合わせ先

　　　　電気電子工学科  黒岩紘一　内線: ７１１８

　　　　　　　　　　            e-mail: kuroiwa



学 科 名 等 研 究 室 名 等 汲取量  計算使用量 金   額
l l  円

工学部 生命工学科 松岡英明 720                                1,861                            85,129                          

朝倉哲郎 251                                614                                28,090                          

小関良宏 540                                1,396                            63,846                          

美宅茂樹 10                                  26                                  1,182                            

太田善浩 385                                759                                34,732                          

奥山健二 330                                585                                26,775                          

松永　是 970                                2,110                            96,518                          

大野弘幸 1,015                            1,824                            83,426                          

東　福次 10                                  26                                  1,182                            

        応用分子化学科 纐纈明伯 300                                659                                30,166                          

秋山雅安 765                                1,977                            90,449                          

加藤淳一 360                                931                                42,564                          

鈴木健之 35                                  90                                  4,138                            

小山　昇 1,140                            2,264                            103,558                       

小宮三四郎 3,055                            5,015                            229,384                       

NMR 300MHz(小宮) 1,990                            2,967                            135,710                       

佐藤壽彌 705                                1,444                            66,037                          

西尾嘉之 620                                1,218                            55,704                          

秋山三郎 1,675                            2,823                            129,120                       

臼井博明 2,260                            4,439                            203,049                       

田中泰之 870                                2,249                            102,864                       

重原淳孝 1,275                            2,448                            111,998                       

松岡正邦 430                                1,111                            50,841                          

國眼孝雄 290                                570                                26,055                          

加部利明 340                                668                                30,547                          

亀山秀雄 220                                445                                20,334                          

細見正明 50                                  129                                5,912                            

（工学研究科） 武田　猛 400                                786                                35,938                          

（工学研究科） 磯　　守 50                                  129                                5,912                            

       機械ｼｽﾃﾑ工学科 長谷川正 88                                  235                                10,759                          

高橋　徹 55                                  142                                6,503                            

池田浩治 230                                452                                20,664                          

笹原弘之 100                                196                                8,985                            

望月貞成 539                                633                                28,967                          

西脇信彦 20                                  39                                  1,797                            

       物理ｼｽﾃﾑ工学科 鶴淵誠二 660                                1,296                            59,297                          

田久保嘉隆 200                                393                                17,969                          

佐藤勝昭 9,490                            13,975                          639,267                       

森下義隆 18,000                          22,813                          1,043,524                    

Ｐ共通 125                                292                                13,360                          

       電気電子工学科 上迫浩一 440                                747                                34,154                          

越田信義 2,465                            4,509                            206,231                       

須田良幸 725                                1,526                            69,822                          

黒岩紘一 255                                535                                24,472                          

上野智雄 2,750                            4,818                            220,389                       

留学生専門教育教官 飯村靖文 375                                969                                44,338                          

機器分析センター NMR FX-200(佐藤壽) 1,380                            2,054                            93,960                          

NMR EX-400(佐藤壽) 1,940                            2,689                            122,986                       

NMR 500MHz(佐藤壽) 1,960                            2,713                            124,080                       

電子顕微鏡(長谷川正) 165                                426                                19,509                          

CMX400（朝倉） 200                                274                                12,547                          

共同研究開発センター 直井勝彦 90                                  233                                10,641                          

農学部 生物生産学科 園芸学 40                                  79                                  3,594                            

植物生態生理学 10                                  20                                  898                                

平田　豊 30                                  71                                  3,263                            

応用生物科学科 福原敏行 40                                  79                                  3,594                            

環境資源学科 佐渡　篤 5                                    13                                  591                                

生物ｼｽﾃﾑ応用科学研究科 宮田清藏 670                                1,294                            59,195                          

尾見信三 160                                414                                18,917                          

永井正敏 370                                801                                36,649                          

堀尾正靱 130                                336                                15,370                          

神谷秀博 75                                  194                                8,868                            

中田宗隆 10                                  20                                  898                                

牛木秀治 10                                  26                                  1,182                            

岡崎正規 26                                  78                                  3,555                            

諸星紀幸 765                                1,703                            77,893                          

65,654                          108,650                       4,969,848                    

平成9年度　液体窒素教官別使用量及び負担額

計



IV. 研  究  論  文  等

(抜粋)

各機器の利用状況に掲載されている研究成果リストより

抜粋した原著論文、学会発表要旨等をまとめた。

PDB版では省略



Ｖ . 機器分析センター運営委員

1. 機器分析センター所属教職員

センター長（併） 朝倉  哲郎 （内線 7025）(Ｈ9.7.1～)

専任教官 出村  誠 （内線 7188）

技官(技術専門職員) 南雲  賢治 （内線 7949）

2. 機器分析センター運営委員会委員（平成９年１２月現在）

農　学　部

板橋  久雄

東城  秀清

富永  洋司

町田  登

工　学　部

神鳥　成弘

秋山  三郎

新井  紀夫

鶴淵  誠二

大学院生物システム応用科学研究科

　　　 永井　正敏



VI. あ  と  が  き

　機器分析センターの年報 No.6 ができあがりました。関係の諸先生方のご協力のも

とに、この年報が発行できましたことをこの場をかりてお礼申し上げます。

平成 9年度には、固体 NMR装置が新たに設置されました（利用機器一覧参照）。

現在、新たな機器設置室が不足しているために、旧工作室の廃止と機器室 7 の移設

による措置により機器室 9 が新設されました。関係の研究室の方々に多大なるご協

力をいただきましたことをあらためてお礼申し上げます。平成 10 年度以降の新規機

器設置に際しても、ご迷惑等おかけすることがあろうかと思いますが、よろしくお

願いいたします。

　機器分析センターの研究、教育への積極的な貢献と各大学の情報交換を目指して、

昨年 9 月、全国 30 余施設による国立大学機器・分析センター会議が発足しました。

資格面積、独立建物、機器の老朽化、サービス向上のため人員不足などさまざまな

問題点が指摘され、次年度以降への課題として取り上げられました。

　機器分析センターでは機器の利用環境の整備を通して、学内の共同利用機器の有

効利用がより一層進み、本学の教育研究の発展の寄与することを目指しております。

今後とも、皆様のご協力をよろしくお願いします。
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